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陸上総隊の庁舎建設のため、突貫工事が続いて車輔の出入り

力瀕繁な、陸上自衛隊東部方面隊朝霞駐屯地の「大泉門」（東

京都練馬区）。（写真提供／坂本茂）

週刊金曜日　2018．3．2（1174号）

新
た
な
戦
争
態
勢
へ
の
移
行
か

∴
醒
擢
輔
弼
駿
鰯

こ
の
3
月
、
壷
上
自
衛
隊
の
廣
始
ま
っ
て
以
来
の
籠
葦
」
と
さ
れ
る
陸
上
総
隊
が
新
設
さ
れ
る
。

㍉
　
そ
れ
は
同
時
に
、
き
な
臭
い
自
衛
隊
の
海
外
聾
態
勢
へ
の
移
行
で
も
あ
る
の
た
。

成
藩
宗
男

e
　
か
つ
て
一
部
が
川
越
街
道
と
呼
ば
れ

た
国
道
2
5
4
号
で
東
京
か
ら
埼
玉
方

・
面
に
向
か
う
と
、
や
が
て
左
手
に
金
網

‥
∴
に
囲
ま
れ
た
、
陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面

へ
・
隊
の
朝
霞
駐
屯
地
の
広
大
な
敷
地
が
見

え
て
く
る
。

・
　
国
道
沿
い
に
「
朝
霞
門
」
と
呼
ば
れ

る
大
き
な
入
口
が
あ
り
、
駐
屯
地
の
検

問
所
と
は
別
に
、
そ
こ
か
ら
陸
自
最
大

の
広
報
施
設
「
り
つ
く
ん
ラ
ン
ド
」
に

、
　
誰
で
も
自
由
に
入
場
で
き
る
。
内
部
に

は
戦
車
や
大
砲
、
軍
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

等
が
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
射
撃
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
や
3
D
の
映
像
が
楽
し
め

．
　
る
シ
ア
タ
ー
も
設
置
さ
れ
、
ち
ょ
っ
と

し
た
娯
楽
施
設
の
よ
う
に
日
曜
日
に
は

家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
う
。

入
り
し
て
い
る
光
景
を
、
「
り
つ
く
ん
ラ

ン
ド
」
の
訪
問
者
た
ち
が
目
に
す
る
機

会
は
稀
に
違
い
な
い
。

来
る
3
月
2
7
日
、
「
陸
上
自
衛
隊
創
隊

以
来
の
組
織
変
革
」
と
呼
ば
れ
る
陸
上

総
隊
と
い
う
新
組
織
が
誕
生
す
る
が
、

そ
の
本
部
庁
舎
を
建
設
す
る
工
事
が
急

が
れ
て
い
る
の
だ
。
建
物
の
全
容
は
機

密
の
ベ
ー
ル
で
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
本

誌
が
入
手
し
た
図
面
（
左
頁
）
に
よ
れ

だ
が
、
「
朝
霞
門
」
は
駐
屯
地
の
裏
門

．
で
、
、
正
門
は
そ
の
正
反
対
の
は
る
か
奥

ま
っ
た
場
所
に
位
置
す
る
「
大
泉
門
」

だ
。
総
監
部
の
建
物
が
近
く
に
あ
る
が
、

ぎ
の
門
か
ら
毎
日
、
日
曜
臣
も
休
み
な

く
多
数
の
ト
ラ
ッ
ク
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ミ
キ
サ
ー
車
が
突
貫
工
事
の
た
め
に
出

ば
地
上
5
階
の
庁
舎
が
深
さ
約
2
1
メ
ー

ト
ル
も
の
巨
大
地
下
施
設
（
今
年
1
2
月

完
成
予
定
）
と
結
ば
れ
、
こ
れ
ま
た
巨

大
な
換
気
塔
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。

「
島
唄
防
衛
」
の
ウ
ソ

こ
の
陸
上
総
隊
が
浮
上
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
第
2
次
安
倍
晋
三

内
閣
が
誕
生
し
た
翌
2
0
1
3
年
1
2

月
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
防
衛
計
画
の

大
綱
」
（
2
5
大
綱
）
に
お
い
て
、
「
統
合
機

動
防
衛
力
」
の
構
築
が
前
面
に
打
ち
出

さ
れ
た
こ
と
。

そ
こ
で
は
、
中
国
海
軍
の
動
き
が
活

発
化
し
た
と
さ
れ
る
沖
縄
の
南
西
諸
島

を
念
頭
に
「
島
瞑
部
に
対
す
る
攻
撃
を

始
め
と
す
る
各
種
事
態
に
即
応
し
、
実

効
的
か
つ
機
動
的
に
対
処
し
得
る
」
自

衛
隊
の
役
割
が
強
調
さ
れ
た
。
そ
し
て

陸
自
が
「
（
島
へ
の
）
侵
略
を
阻
止
・

排
除
し
…
：
侵
攻
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
こ
れ
を
奪
回
す
る
」
た
め
に
与
え

ら
れ
た
任
務
は
、
以
下
の
3
点
だ
っ
た
。

①
石
垣
島
や
宮
古
島
、
与
那
国
島
と

い
っ
た
島
々
へ
の
新
た
な
部
隊
配
置
②
　
4
4

「
日
本
版
海
兵
隊
」
と
呼
ば
れ
る
西
部

方
面
普
通
科
連
隊
（
長
崎
県
佐
世
保
市

相
浦
駐
屯
地
）
を
基
幹
部
隊
に
し
た
、

「
島
瞑
奪
還
」
の
た
め
の
「
水
陸
機
動
団
」

の
新
設
③
陸
自
が
現
在
保
有
す
る
九
個

師
団
・
六
個
旅
団
中
、
三
個
師
団
・
四

個
個
旅
団
の
「
機
動
師
団
・
機
動
旅
団
」

へ
の
改
編
－
。
こ
の
う
ち
、
1
7
年
5

月
に
成
立
し
た
「
防
衛
省
設
置
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
正

式
に
発
足
し
た
陸
上
総
隊
が
直
接
関
係

す
る
の
は
、
特
に
③
だ
ろ
う
。

陸
自
は
こ
れ
ま
で
全
国
を
北
部
、
東

北
、
東
部
、
中
部
、
西
部
の
五
つ
の
方

面
隊
に
区
分
し
て
、
各
方
面
隊
を
統
括

・
指
揮
す
る
部
隊
を
設
置
し
て
こ
な
か

っ
た
。
各
方
面
隊
は
独
立
し
た
指
揮
権

．
娘
を
有
し
、
防
衛
大
臣
が
統
合
幕
僚
長

を
通
じ
て
陸
自
を
指
揮
す
る
場
合
、
五

っ
の
方
面
隊
に
そ
れ
ぞ
れ
命
令
を
出
す

必
要
が
あ
っ
た
。

だ
が
今
後
は
、
全
国
か
ら
迅
速
な
機

動
展
開
が
可
能
と
い
う
「
機
動
師
団
・

機
動
旅
団
」
を
編
成
し
て
「
島
瞑
防
衛
」

の
た
め
に
南
西
諸
島
に
投
入
す
る
こ
と

に
な
り
、
各
方
面
隊
を
一
元
的
に
「
統

合
」
し
、
指
揮
下
に
置
く
た
め
の
陸
上

総
隊
が
新
編
成
さ
れ
た
。

な
お
、
五
つ
の
方
面
隊
と
並
列
し
、

防
衛
大
臣
直
轄
で
、
陸
自
の
第
1
空
挺

団
や
第
1
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
、
特
殊
作

戦
雑
等
で
構
成
さ
れ
る
中
央
即
応
集
団

（
神
奈
川
県
座
間
駐
屯
地
）
が
2
0
0


